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２０１８（平成３０）年度京都市環境基本計画市民アンケート調査結果 

（前年度比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018（平成 30）年度 2017（平成 29）年度 

2018（平成 30）年度 2017（平成 29）年度 

2018（平成 30）年度 2017（平成 29）年度 

そう感じる

15.7%

どちらかといえば

そう感じる

56.0%

どちらかといえば

そう感じない

17.7%

そう感じない

7.3%

分からない

3.3%

豪雨や熱中症など地球温暖化の影響と思われる

危機が自分たちの生活に迫りつつあると感じるか

そう感じる

32.7%

どちらかといえば

そう感じる

45.1%

どちらかといえば

そう感じない

8.2%

そう感じない

6.2%

分からない

7.8%

豪雨や熱中症など地球温暖化の影響と思われる

危機が自分たちの生活に迫りつつあると感じるか

Ｑ 豪雨や熱中症など地球温暖化の影響と思われる危機が自分たちの生活に迫りつつ

あると感じるか 

そう感じる

15.7%

どちらかといえば

そう感じる

47.4%

どちらかといえば

そう感じない

17.5%

そう感じない

8.2%

分からない

11.2%

地球温暖化対策に取り組むことによって

生活の質が向上すると思うか

そう感じる

8.8%

どちらかといえば

そう感じる

48.0%

どちらかといえば

そう感じない

25.5%

そう感じない

8.6%

分からない

9.1%

地球温暖化対策に取り組むことによって

生活の質が向上すると思うかＱ 地球温暖化対策に取り組むことによって，生活の質が向上すると思うか 

そう感じる

9.8%

どちらかといえば

そう感じる

38.6%

どちらかといえば

そう感じない

27.8%

そう感じない

14.5%

分からない

9.3%

徒歩や自転車，公共交通機関優先の

取組が年々進んでいると感じるか

そう感じる

6.6%

どちらかといえば

そう感じる

38.0%どちらかといえば

そう感じない

35.2%

そう感じない

16.8%

分からない

3.4%

徒歩や自転車，公共交通機関優先の

取組が年々進んでいると感じるか
Ｑ 徒歩や自転車，公共交通機関優先利用の取組が年々進んでいると感じるか 

参考資料１－２ 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.7%
45.6% 41.5% 38.7%

21.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

自
動
車
交
通
量

の
多
さ

駐
輪
場
の
不
足

歩
道
の
整
備
不
足

公
共
交
通
機
関
の

利
便
性
の
低
さ

観
光
地
の

交
通
対
策
不
足

徒歩や自転車、公共交通機関優先利用の

取組が進んでいると感じない理由

Ｑ 徒歩や自転車，公共交通機関優先利用の取組が進んでいると感じない理由は何か 

そう感じる

5.8%

どちらかといえば

そう感じる

48.2%

どちらかといえば

そう感じない

31.8%

そう感じない

10.4%

分からない

3.8%

省エネルギーや節電の取組が

年々進んでいると感じるか

Ｑ 省エネルギーや節電の取組が，年々進んでいると感じるか 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

そう感じる

9.2%

どちらかといえば

そう感じる

44.0%

どちらかといえば

そう感じない

27.2%

そう感じない

9.4%

分からない

10.2%

省エネルギーや節電の取組が

年々進んでいると感じるか

Ｑ 移動手段について，日頃から，徒歩や自転車，公共交通機関を優先しているか。 

2018（平成 30）年度 

2017（平成 29）年度はなし 
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十分取り組んでいる

7.5%

どちらかといえば、取り

組んでいる

65.2%

どちらかといえば、取り

組んでいない

24.3%

全く取り組んでいない

3.0%

日頃から省エネに取り組んでいるか
Ｑ 日頃から省エネに取り組んでいるか 

そう感じる

4.6%

どちらかといえば

そう感じる

36.6%
どちらかといえば

そう感じない

38.9%

そう感じない

15.4%

分からない

4.5%

再生可能エネルギー導入の取組が

年々進んでいると感じるか

Ｑ 再生可能エネルギー導入の取組が年々進んでいると感じるか 

そう感じる

3.3%

どちらかといえば

そう感じる

43.1%
どちらかといえば

そう感じない

34.5%

そう感じない

14.4%

分からない

4.7%

空気や河川の水がきれいに保たれていると感じるか
Ｑ 空気や河川の水がきれいに保たれていると感じるか 

2018（平成 30）年度 2017（平成 29）年度 

2018（平成 30）年度 2017（平成 29）年度 

2018（平成 30）年度 2017（平成 29）年度 

十分取り組んでいる

13.7%

どちらかといえば、取り

組んでいる

60.6%

どちらかといえば、取り

組んでいない

20.9%

全く取り組んでいない

4.8%

日頃から省エネに取り組んでいるか

そう感じる

6.2%

どちらかといえば

そう感じる

36.2%どちらかといえば

そう感じない

32.3%

そう感じない

13.0%

分からない

12.3%

再生可能エネルギー導入の取組が

年々進んでいると感じるか

そう感じる

7.6%

どちらかといえば

そう感じる

44.9%

どちらかといえば

そう感じない

26.8%

そう感じない

11.2%

分からない

9.5%

空気や河川の水がきれいに保たれていると感じるか
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60.7%
49.5% 47.2%

32.7% 29.2%
20.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

河
川
に
お
け
る

ご
み
の
散
乱

河
川
に
お
け
る

水
の
に
ご
り
、
臭
い

自
動
車
等
の
車
両

か
ら
の
排
気
ガ
ス

工
場
や
家
庭

か
ら
の
排
水

大
気
の
か
す
み

工
場
等
の
事
業
所

か
ら
の
排
出
ガ
ス

空気や河川の水がきれいに保たれていると感じない理由

河
川
に
お
け
る

水
の
に
ご
り
、
臭
い

河
川
に
お
け
る

ご
み
の
散
乱

自
動
車
等
の
車
両

か
ら
の
排
気
ガ
ス

工
場
や
家
庭

か
ら
の
排
水

大
気
の
か
す
み

工
場
等
の
事
業
所

か
ら
の
排
出
ガ
ス

Ｑ 空気や河川の水がきれいに保たれていると感じない理由は何か 

そう感じる

2.4%

どちらかといえば

そう感じる

30.7%

どちらかといえば

そう感じない

42.6%

そう感じない

18.7%

分からない

5.6%

多様な生きものが生息する良好な

自然環境が保たれていると感じるかＱ 多様な生きものが生息する良好な自然環境が保たれていると感じますか 

48.5% 43.9% 42.7% 37.5% 37.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

外
来
種
に
よ
る

在
来
種
の
減
少

生
き
も
の
を
目
に

す
る
機
会
が
少
な
い

地
球
温
暖
化
に
よ
る

環
境
の
変
化

森
林
、
里
山
の
荒
廃

生
き
も
の
の
生
息
・

生
育
地
が
少
な
い

良好な自然環境が保たれていると感じない理由

生
き
も
の
を
目
に

す
る
機
会
が
少
な
い

外
来
種
に
よ
る

在
来
種
の
減
少

地
球
温
暖
化
に
よ
る

環
境
の
変
化

森
林
、
里
山
の
荒
廃

生
き
も
の
の
生
息
・

生
育
地
が
少
な
い

Ｑ 良好な自然環境が保たれていると感じない理由は何か 

2018（平成 30）年度 2017（平成 29）年度 

2018（平成 30）年度 

2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

41.9% 41.6% 40.2% 37.7% 34.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

生
き
も
の
を
目
に

す
る
機
会
が
少
な
い

外
来
種
に
よ
る

在
来
種
の
減
少

地
球
温
暖
化
に
よ
る

環
境
の
変
化

生
き
も
の
の
生
息
・

生
育
地
が
少
な
い

森
林
、
里
山
の
荒
廃

良好な自然環境が保たれていると感じない理由

外
来
種
に
よ
る

在
来
種
の
減
少

生
き
も
の
を
目
に

す
る
機
会
が
少
な
い

地
球
温
暖
化
に
よ
る

環
境
の
変
化

生
き
も
の
の
生
息
・

生
育
地
が
少
な
い

森
林
、
里
山
の
荒
廃

そう感じる

4.8%

どちらかといえば

そう感じる

31.7%
どちらかといえば

そう感じない

37.8%

そう感じない

13.7%

分からない

12.0%

多様な生きものが生息する良好な

自然環境が保たれていると感じるか

2018（平成 30）年度 
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40.9%

25.7% 25.5%
19.3%

11.8%

27.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

地
元
で
と
れ
た
も
の

を
食
べ
、
旬
の
も
の
…

自
然
や
生
き
も
の
と

ふ
れ
あ
う

環
境
に
や
さ
し
い

商
品
を
選
ん
で
買
う

自
然
の
素
晴
ら
し
さ

を
写
真
、
絵
や
文
章
…

地
域
や
全
国
の
活
動
に

参
加
す
る

何
も
取
り
組
ん
で

い
な
い

豊かな自然環境の保全のために

どのようなことに取り組んでいるか

自
然
や
生
き
も
の
と

ふ
れ
あ
う

地
元
で
と
れ
た
も
の

を
食
べ
、
旬
の
も
の

を
味
わ
う

環
境
に
や
さ
し
い

商
品
を
選
ん
で
買
う

自
然
の
素
晴
ら
し
さ

を
写
真
、
絵
や
文
章

な
ど
に
す
る

地
域
や
全
国
の
活
動
に

参
加
す
る

何
も
取
り
組
ん
で

い
な
い

知っているし、意味も理

解している

10.9%

知っているし、おおよそ

の意味も分かる

28.2%聞いたことがあるが、言

葉の意味は知らない

36.5%

知らない、わからない

24.4%

「生物多様性」 という言葉を知っているか

Ｑ 「生物多様性」という言葉を知っていますか 

そう感じる

2.4%

どちらかといえば

そう感じる

31.4%

どちらかといえば

そう感じない

44.8%

そう感じない

15.6%

分からない

5.8%

自然環境と調和した文化や暮らしが

広がっていると感じるか

Ｑ 自然環境と調和した文化や暮らしが広がっていると感じるか 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 

2017（平成 29）年度 

54.6%

35.7% 35.5% 33.0%
26.4%

19.5% 16.4% 11.5% 11.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

節
電
や
適
切
な
冷
暖
房
温
度

の
設
定
な
ど
地
球
温
暖
化
…

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
優

先
的
に
購
入
す
る

里
地
里
山
の
保
全
や
輸
送
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
低
減
の
た
…

周
辺
の
生
態
系
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
，
…

身
近
な
生
き
も
の
を
観
察
し

た
り
，
外
に
出
て
自
然
と
…

自
然
保
護
活
動
や
美
化
活
動

に
参
加
す
る

自
然
や
生
き
も
の
に
つ
い

て
，
家
族
や
友
人
と
話
し
…

エ
コ
ツ
ア
ー
（
ガ
イ
ド
に
よ

る
自
然
体
験
）
に
参
加
す
る

取
り
組
み
た
い
と
思
わ
な
い

生物多様性の課題解決に向けて、

どのようなことに取組みたいか

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
優
先
的
に
購

入
す
る

節
電
や
適
切
な
冷
暖
房
温
度
の
設
定
な

ど
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む

里
地
里
山
の
保
全
や
輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
低
減
の
た
め
，
旬
の
も
の
，
地
の
も

の
を
選
ん
で
購
入
す
る

周
辺
の
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
な
い
よ
う
，
ペ
ッ
ト
等
の
生
き
も
の

を
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
育
て
る

身
近
な
生
き
も
の
を
観
察
し
た
り
，
外

に
出
て
自
然
と
積
極
的
に
ふ
れ
あ
う

自
然
保
護
活
動
や
美
化
活
動
に
参
加
す

る 自
然
や
生
き
も
の
に
つ
い
て
，
家
族
や

友
人
と
話
し
合
う

エ
コ
ツ
ア
ー
（
ガ
イ
ド
に
よ
る
自
然
体
験
）

に
参
加
す
る

取
り
組
み
た
い
と
思
わ
な
い

Ｑ 多様な生きものが生息する豊かな自然環境の保全のために，どのようなことに取り

組んでいるか（選択肢変更） 

2018（平成 30）年度 

2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

知っているし、意味も理

解している

14.7%

知っているし、おおよそ

の意味も分かる

30.2%

聞いたことがあるが、言

葉の意味は知らない

31.8%

知らない、わからない

23.3%

「生物多様性」 という言葉を知っているか
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必ず利用している

44.9%
どちらかといえば

利用している

40.2%

どちらかといえば

利用していない

9.3%

全く利用していない

5.6%

日頃からマイバッグを利用しているか

53.0% 50.9%
45.3% 45.0%

34.9%
28.1% 28.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

京
野
菜
な
ど
地
場
の
食
材
を

活
か
し
た
食
文
化

庭
や
公
園
の
植
栽
等
の

身
近
な
自
然
が
あ
る
暮
ら
し

「
も
っ
た
い
な
い
」
、
「
し

ま
つ
の
こ
こ
ろ
」
等
の
物
を

大
切
に
す
る
精
神
文
化

町
家
、
木
造
建
築
な
ど
の

住
文
化

三
山
三
川
等
の
豊
か
な
自
然

と
、
歴
史
的
資
産
や
風
情
あ

る
町
並
み
が
調
和
し
た
景
観

打
ち
水
、
門
掃
き
等
の
快
適

な
暮
ら
し
を
保
つ
た
め
の
生

活
文
化

自
然
環
境
と
調
和
し
た
祭
事

や
華
道
・
茶
道
等
の
自
然
を

感
じ
る
伝
統
文
化

広がっていると感じる「自然環境と調和した文化やくらし」

庭
や
公
園
の
植
栽
等
の

身
近
な
自
然
が
あ
る
暮
ら
し

京
野
菜
な
ど
地
場
の
食
材
を

活
か
し
た
食
文
化

「も
っ
た
い
な
い
」、
「し
ま
つ
の

こ
こ
ろ
」
等
の
物
を
大
切
に
す

る
精
神
文
化

町
家
、
木
造
建
築
な
ど
の

住
文
化

三
山
三
川
等
の
豊
か
な
自
然

と
、
歴
史
的
資
産
や
風
情
あ
る

町
並
み
が
調
和
し
た
景
観

打
ち
水
、
門
掃
き
等
の
快
適
な

暮
ら
し
を
保
つ
た
め
の
生
活

文
化

自
然
環
境
と
調
和
し
た
祭
事

や
華
道
・
茶
道
等
の
自
然
を

感
じ
る
伝
統
文
化

Ｑ どのような「自然環境と調和した文化や暮らし」が広がっていると感じるか 

そう感じる

16.6%

どちらかといえば

そう感じる

58.4%

どちらかといえば

そう感じない

15.9%

そう感じない

6.0%

分からない

3.1%

マイバッグの携帯などのごみを出さない

暮らしが広がっていると感じるか

Ｑ マイバッグの携帯などのごみを出さない暮らしが広がっていると感じるか 

Ｑ 日頃，マイバッグを利用しているか 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 

2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

61.8%
55.7%

49.3%
40.8%

33.2% 30.8% 29.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

「
も
っ
た
い
な
い
」
、
「
し

ま
つ
の
こ
こ
ろ
」
等
の
物
を

大
切
に
す
る
精
神
文
化

京
野
菜
な
ど
地
場
の
食
材
を

活
か
し
た
食
文
化

庭
や
公
園
の
植
栽
等
の

身
近
な
自
然
が
あ
る
暮
ら
し

町
家
、
木
造
建
築
な
ど
の

住
文
化

三
山
三
川
等
の
豊
か
な
自
然

と
、
歴
史
的
資
産
や
風
情
あ

る
町
並
み
が
調
和
し
た
景
観

打
ち
水
、
門
掃
き
等
の
快
適

な
暮
ら
し
を
保
つ
た
め
の
生

活
文
化

自
然
環
境
と
調
和
し
た
祭
事

や
華
道
・
茶
道
等
の
自
然
を

感
じ
る
伝
統
文
化

広がっていると感じる「自然環境と調和した文化やくらし」

京
野
菜
な
ど
地
場
の
食
材
を

活
か
し
た
食
文
化

「
も
っ
た
い
な
い
」、
「
し
ま
つ
の

こ
こ
ろ
」
等
の
物
を
大
切
に
す

る
精
神
文
化

庭
や
公
園
の
植
栽
等
の

身
近
な
自
然
が
あ
る
暮
ら
し

町
家
、
木
造
建
築
な
ど
の

住
文
化

三
山
三
川
等
の
豊
か
な
自
然

と
、
歴
史
的
資
産
や
風
情
あ
る

町
並
み
が
調
和
し
た
景
観

打
ち
水
、
門
掃
き
等
の
快
適
な

暮
ら
し
を
保
つ
た
め
の
生
活

文
化

自
然
環
境
と
調
和
し
た
祭
事

や
華
道
・
茶
道
等
の
自
然
を

感
じ
る
伝
統
文
化
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そう感じる

13.7%

どちらかといえば

そう感じる

58.0%

どちらかといえば

そう感じない

17.8%

そう感じない

7.5%

分からない

3.0%

ごみを分別して出せる拠点が身近にあり、

ごみの分別・リサイクルが進んでいると感じるかＱ ごみを分別して出せる拠点が身近にあり，ごみの分別・リサイクルが進んでいると 

感じるか 

十分取り組んでいる

31.3%

どちらかといえば、取り

組んでいる

56.8%

どちらかといえば、取り

組んでいない

10.2%

全く取り組んでいない, 1.7%

買った食材を使い切る、なるべく食べ残しを
しないなど、食品ロス（食べ残し、手つかず

食品）の削減に取り組んでいるか

Ｑ 買った食材を使い切る，なるべく食べ残しをしないなど，食品ロス 

（食べ残し，手つかず食品）の削減に取り組んでいるか 

十分取り組んでいる

32.4%

どちらかといえば、取り

組んでいる

41.5%

どちらかといえば、取り

組んでいない

19.3%

全く取り組んでいない

6.8%

包装紙、紙箱、チラシ、カタログなどの

「雑がみ」の分別に取り組んでいるかＱ 包装紙，紙箱，チラシ，カタログなどの「雑がみ」の分別に取り組んでいるか 

そう感じる

6.5%

どちらかといえば

そう感じる

44.2%
どちらかといえば

そう感じない

30.4%

そう感じない

11.7%

分からない

7.2%

傷んだり壊れたものを捨てずに修理して使ったり、

フリーマーケットを利用したりするなど、リユース

（再使用）の取組が暮らしに広がっていると感じるか

Ｑ 傷んだり壊れたものを捨てずに修理して使ったり，フリーマーケット（ネットやア

プリ含む）を利用したりするなど，リユース（再使用）の取組が暮らしに広がってい

ると感じるか。 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 

2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

2018（平成 30）年度 

2017（平成 29）年度 
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そう感じる

4.8%

どちらかといえば

そう感じる

38.6%どちらかといえば

そう感じない

35.7%

そう感じない

9.1%

分からない

11.8%

学校や会社、地域で環境学習や環境保全活動

の機会が増えていると感じるか

そう思う

2.1%

どちらかといえば

そう思う

21.0%

どちらかといえば

そう思わない

49.0%

そう思わない

19.6%

分からない

8.3%

環境教育・学習や環境保全に関する

情報を十分に得られているか

Ｑ 学校や社会，地域で，環境学習や環境保全活動の機会が増えていると感じるか 

Ｑ 環境教育・学習や環境保全に関する情報を十分に得られていますか。 

そう感じる

3.9%

どちらかといえば

そう感じる

43.4%

どちらかといえば

そう感じない

36.7%

そう感じない

7.9%

分からない

8.1%

環境に配慮したライフスタイルが広がっていると感じるか
Ｑ 環境に配慮したライフスタイルが広がっていると感じるか（環境に配慮している

人・モノ・サービスが増えているなど） 

2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 
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Ｑ どのような環境教育・学習や環境保全活動に参加したいか 

36.4%
32.9%

27.1% 26.7%
23.8%

20.8%
17.7% 16.5% 15.6%

10.9%

19.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ご
み
の
減
量
や
分
別
、
処
理
方
法
に

関
す
る
こ
と

京
都
の
自
然
環
境
と
共
生
し
て
き
た

文
化
・
こ
こ
ろ
に
関
す
る
こ
と

旬
の
食
材
の
選
択
や
省
エ
ネ
の
調
理
方
法
な
ど
、
環
境

に
配
慮
し
た
食
生
活
に
関
す
る
こ
と

公
共
交
通
の
利
用
や
エ
コ
カ
ー
の
利
用
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
実
践
な
ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
交
通
に
関
す
る
…

省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
の
地
球

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
こ
と

自
然
観
察
会
や
生
物
多
様
性
な
ど
の

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
こ
と

洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
の
防
災
・
減
災
に

向
け
た
地
域
の
自
然
環
境
の
把
握
・
整
備
に
関
す
る
…

大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
の
公
害
対
策
に
関
す
る
こ

と

グ
リ
ー
ン
購
入
や
地
産
地
消
な
ど
の

環
境
に
配
慮
し
た
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と

ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
有
害
物
質
や
地
球
温
暖
化
に
よ
る

熱
中
症
の
増
加
な
ど
、
環
境
問
題
と
健
康
に
関
す
る
…

参
加
し
た
く
な
い

どのような環境教育・学習や環境保全活動に参加したいか

京
都
の
自
然
環
境
と
共
生
し
て
き
た

文
化
・
こ
こ
ろ
に
関
す
る
こ
と

ご
み
の
減
量
や
分
別
、
処
理
方
法
に

関
す
る
こ
と

旬
の
食
材
の
選
択
や
省
エ
ネ
の
調
理
方
法

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
に
関
す

る
こ
と

公
共
交
通
の
利
用
や
エ
コ
カ
ー
の
利
用
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
な
ど
の
環
境
に
配

慮
し
た
交
通
に
関
す
る
こ
と

省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
こ
と

自
然
観
察
会
や
生
物
多
様
性
な
ど
の

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
こ
と

洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
の
防

災
・
減
災
に
向
け
た
地
域
の
自
然
環
境
の

把
握
・
整
備
に
関
す
る
こ
と

大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
の
公
害
対
策

に
関
す
る
こ
と

グ
リ
ー
ン
購
入
や
地
産
地
消
な
ど
の

環
境
に
配
慮
し
た
消
費
生
活
に
関
す
る
こ

と ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
有
害
物
質
や
地
球
温

暖
化
に
よ
る
熱
中
症
の
増
加
な
ど
、
環
境

問
題
と
健
康
に
関
す
る
こ
と

参
加
し
た
く
な
い

42.9% 39.4%
33.4%

14.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

地
域
に
お
け
る
学
習
会

や
環
境
保
全
の
取
組

実
際
の
環
境
保
全
活
動

や
自
然
観
察
会
な
ど
の

体
験
型
の
取
組

講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

環
境
保
全
の
た
め
の

意
見
交
換
や
交
流
の
場

環境教育・学習や環境保全活動に

どのような方法で参加したいか

Ｑ 環境教育・学習や環境保全活動にどのような方法で参加したいか 

2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 
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2017（平成 29）年度 

2017（平成 29）年度 

とても意識している

6.6%

どちらかといえば、意識

している

51.9%

どちらかといえば、意識

していない

35.1%

全く意識していない

6.4%

旬の京野菜や地域産木材の利用促進等の

地産地消、環境負荷の少ない商品の購入など

環境に配慮した消費生活を意識しているか

Ｑ 旬の京野菜や地域産木材の利用促進等の地産地消，環境負荷の少ない商品の購入な 

ど，環境に配慮した消費生活を意識しているか 

とてもある

9.2%

どちらかといえばある

59.5%

どちらかといえばない

25.5%

全くない

5.8%

環境保全や環境に対して関心がありますか

Ｑ 環境保全や環境問題に対して関心があるか 

2018（平成 30）年度 

2018（平成 30）年度 


